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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、平成25年４月１日に適正な会計処理が行われていなかった可能性があることを受け、第三者委

員会を設置し、調査を行い、同年６月10日の第三者委員会からの調査報告書を踏まえて、同日付で有価証

券報告書及び四半期報告書の訂正報告書を関東財務局に提出しました。

今回、前述の過年度の当該訂正報告書等について、平成25年10月から、証券取引等監視委員会による検

査を受けていた中で、過年度の仕掛品勘定、ソフトウェア仮勘定の資産性等について疑義を呈され、平成

25年11月15日の社内確認により、過年度の仕掛品の一部に資産性のないものが計上されていたことが発覚

したことから、過年度の不適切な会計処理を徹底調査するため、第三者委員会を改めて設置し、平成21年

１月から平成25年９月までの期間を対象期間とし、子会社３社も含めた全取引について調査を実施いたし

ました。

今回、平成26年３月７日に受領した第三者委員会の調査報告書により、①締め後売上、②工事進行基準

売上、③ソフトウェア仮勘定及び④仕掛品の会計処理について不適切な会計処理があったことが判明いた

しました。

平成25年４月から６月に実施した、前回の調査は、不適切な会計処理を行った担当者へのヒアリングを

行い、当該不適切な会計処理の調査対象期間の特定を行いましたが、今回、過年度に前述の不適切な会計

処理があったことが判明しており、調査対象期間と調査対象範囲が十分でなかったことが明らかとなりま

した。当時の調査が不十分で誠に申し訳ございません。

これらの訂正の結果、当社が平成25年６月10日に提出いたしました第70期第２四半期（自　平成23年７

月１日　至　平成23年９月30日）に係る四半期報告書の訂正報告書の一部を訂正する必要が生じましたの

で、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所につき、XBRLデータの訂正をおこないましたの

で、併せて訂正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたしま

す。

訂正後の四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　

２ 【訂正事項】

　第一部 企業情報　

　　　第１ 企業の概況

　　　 １ 主要な経営指標等の推移

　   第２ 事業の状況

　　　 ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　　　　

　　 第４ 経理の状況

　　　 １ 四半期連結財務諸表

　　 　 (1) 四半期連結貸借対照表

　　　 (2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　 (3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　　　　 注記事項

　　　　　 (１株当たり情報)
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正後）

回次
第69期
第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日

自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日

自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

売上高 (千円) 1,785,953 1,719,851 3,639,855

経常利益 (千円) 129,779 136,946 301,163

四半期(当期)純利益 (千円) 88,118 85,920 16,692

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 75,095 92,180 21,519

純資産額 (千円) 519,515 558,154 465,974

総資産額 (千円) 1,668,301 1,396,813 1,468,592

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 3.00 2.92 0.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 1.43 1.40 0.27

自己資本比率 (％) 24.71 31.16 23.88

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 212,383 43,564 122,593

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,858 23,478 △8,788

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △156,662 △106,662 △263,324

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 599,263 359,262 398,881
 

　

回次
第69期
第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日

自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.01 1.61
 

～　注略　～
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第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

（訂正後）

～　前略　～

①売上高及び営業利益

当第２四半期連結累計期間における当社グループは、引き続き業務改革、事業構造改革等に注

力し、売上面では前年を下回る厳しい状況にありますが、選択受注や内製化の強化による外注費

の削減、及び固定費の削減効果等により、利益面では第１四半期連結累計期間に続き前年度を上

回ることができました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同四半期と比べ66,101千円減少

（△3.7％）し1,719,851千円となりましたが、営業利益は前年同四半期と比べ4,804千円

（3.8％）増加し132,317千円となりました。

②経常利益

営業外損益では、受取利息及び配当金、受取賃貸料等の営業外収益が6,779千円ありましたが、

支払利息等の営業外費用が2,151千円あり、その結果、当第２四半期連結累計期間の経常利益は前

年同四半期と比べ7,166千円（5.5％）増加し136,946千円となりました。

③四半期純利益

特別損益では、投資有価証券評価損の特別損失が10,882千円あり、当第２四半期連結累計期間

の四半期純利益は、前年同四半期と比べ2,198千円（△2.5％）減少し85,920千円となりました。

　
なお、当社グループの事業は、システム開発並びにこれらの付随業務を事業内容とする単一セグメ

ントであるため、セグメント別の状況は記載しておりません。

　

(2) 財政状態の分析

（訂正後）

（資産）

流動資産は、主に現金及び預金が減少し、前連結会計年度末より55,371千円減少し1,082,511千

円となりました。

　固定資産では、無形固定資産が956千円減少し、一部の保有株式の時価が下落したことにより投

資有価証券が減少し、前連結会計年度末より16,407千円減少し314,301千円となりました。

　その結果、資産合計は前連結会計年度末より71,778千円減少し1,396,813千円となりました。

（負債）

流動負債は、主に短期借入金、未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末より142,243千

円減少し727,335千円となりました。

　固定負債は、主に長期借入金の返済により21,715千円減少し111,324千円となりました。

　その結果、負債合計は前連結会計年度末より163,959千円減少し838,659千円となりました。

（純資産）

純資産は、四半期純利益85,920千円の計上等により、前連結会計年度末より92,180千円増加し

558,154千円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

（訂正後）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は税金等調整

前四半期純利益の計上により営業活動によるキャッシュ・フローが増加いたしましたが、長期借入

金の返済により財務活動によるキャッシュ・フローが減少し、前第２四半期連結累計期間に比べ資

金が240,001千円減少し、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は359,262千円（前第２四半期連

結累計期間末599,263千円）となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益の計上等により資金が増加し、当第２四半期連結累計期間の営業活

動によるキャシュ・フローは前第２四半期連結累計期間よりも168,818千円減少しましたが、

43,564千円の資金が増加いたしました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資有価証券の取得等により資金が減少いたしましたが、同じく投資有価証券の売却による収

入等により資金が増加し、当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは前

第２四半期連結累計期間よりも28,336千円増加し、23,478千円の資金が増加いたしました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

長期借入金の返済により資金が減少し、前第２四半期連結累計期間よりも50,000千円の支出が

減少し、当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは106,662千円の資金が

減少いたしました。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は13,640千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１

日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、平成25 年６月10日に提出した四半期報

告書の訂正報告書に対する再訂正報告書を提出しておりますが、再訂正後の四半期連結財務諸表につい

て、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（訂正後）

（単位：千円）

　　　　 前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 398,881 359,262
　 　 受取手形及び売掛金 662,619 661,190
　 　 仕掛品 － －
　 　 原材料及び貯蔵品 359 327
　 　 その他 76,617 62,453
　 　 貸倒引当金 △594 △722

　 　 流動資産合計 1,137,883 1,082,511

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 78,693 77,609
　 　 無形固定資産 7,000 6,043
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 177,924 163,570
　 　 　 その他 70,420 70,407
　 　 　 貸倒引当金 △3,329 △3,329

　 　 　 投資その他の資産合計 245,015 230,648

　 　 固定資産合計 330,709 314,301

　 資産合計 1,468,592 1,396,813

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 支払手形及び買掛金 225,866 231,025
　 　 短期借入金 363,324 287,324
　 　 未払法人税等 53,649 33,734
　 　 賞与引当金 68,738 73,805
　 　 その他 158,000 101,446

　 　 流動負債合計 869,578 727,335

　 固定負債 　 　
　 　 長期借入金 41,798 11,136
　 　 退職給付引当金 73,472 83,798
　 　 その他の引当金 5,886 7,207
　 　 その他 11,882 9,182

　 　 固定負債合計 133,039 111,324

　 負債合計 1,002,618 838,659

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 80,000 80,000
　 　 資本剰余金 35,710 35,710
　 　 利益剰余金 222,407 308,327
　 　 自己株式 △653 △653

　 　 株主資本合計 337,464 423,384

　 その他の包括利益累計額 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 13,303 11,853

　 　 その他の包括利益累計額合計 13,303 11,853

　 少数株主持分 115,206 122,916

　 純資産合計 465,974 558,154

負債純資産合計 1,468,592 1,396,813
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（訂正後）

（単位：千円）

　　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 1,785,953 1,719,851

売上原価 1,423,072 1,360,789

売上総利益 362,880 359,062

販売費及び一般管理費 　 　
　 販売費 2,792 1,987
　 一般管理費 232,575 224,757

　 販売費及び一般管理費合計 ※ 235,367 ※ 226,744

営業利益 127,512 132,317

営業外収益 　 　
　 受取利息 110 50
　 受取配当金 2,239 2,530
　 受取賃貸料 2,571 2,514
　 その他 2,374 1,684

　 営業外収益合計 7,294 6,779

営業外費用 　 　
　 支払利息 4,267 1,870
　 その他 760 281

　 営業外費用合計 5,027 2,151

経常利益 129,779 136,946

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 66 882
　 貸倒引当金戻入額 875 －

　 特別利益合計 942 882

特別損失 　 　
　 投資有価証券評価損 － 10,882
　 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,940 －
　 たな卸資産廃棄損 1,543 －
　 事務所移転費用 1,180 －

　 特別損失合計 4,663 10,882

税金等調整前四半期純利益 126,057 126,946

法人税等 31,002 33,207

少数株主損益調整前四半期純利益 95,055 93,738

少数株主利益 6,936 7,817

四半期純利益 88,118 85,920
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（訂正後）

(単位：千円)

　　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 95,055 93,738

その他の包括利益 　 　
　 その他有価証券評価差額金 △19,959 △1,557

　 その他の包括利益合計 △19,959 △1,557

四半期包括利益 75,095 92,180

（内訳） 　 　
　 親会社株主に係る四半期包括利益 68,103 84,470
　 少数株主に係る四半期包括利益 6,992 7,710
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正後）

（単位：千円）

　　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税金等調整前四半期純利益 126,057 126,946
　 減価償却費 2,839 2,744
　 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,940 －
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △607 127
　 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,315 5,066
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,432 10,326
　 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 633 1,320
　 受取利息及び受取配当金 △2,349 △2,580
　 支払利息 4,267 1,870
　 投資有価証券売却損益（△は益） △66 △882
　 投資有価証券評価損益（△は益） － 10,882
　 売上債権の増減額（△は増加） 85,350 1,429
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,600 31
　 仕入債務の増減額（△は減少） 26,617 5,158
　 未払消費税等の増減額（△は減少） 4,801 △4,122
　 その他 △9,046 △61,228

　 小計 251,787 97,089

　 利息及び配当金の受取額 2,349 2,580
　 利息の支払額 △4,395 △2,000
　 法人税等の支払額 △37,358 △54,105

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 212,383 43,564

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 投資有価証券の取得による支出 △6,263 △1,613
　 投資有価証券の売却による収入 168 26,210
　 無形固定資産の取得による支出 － △145
　 貸付金の回収による収入 66 －
　 その他 1,170 △972

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △4,858 23,478

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 －
　 長期借入金の返済による支出 △106,662 △106,662

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △156,662 △106,662

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50,862 △39,619

現金及び現金同等物の期首残高 548,400 398,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 599,263 ※ 359,262
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【注記事項】

(１株当たり情報)

（訂正後）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 3 円 00 銭 2 円 92 銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 88,118 85,920

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 88,118 85,920

    普通株式の期中平均株式数(株) 29,411,594 29,411,594

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1 円 43 銭 1 円 40 銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 32,000,000 32,000,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

――――――― ―――――――
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聖橋監査法人

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    田    信　　彦    印

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    永　　田    　　敬   　 印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年３月14日

株式会社アイレックス

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社アイレックスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年９月30日まで)に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイレックス及び連結子会社の平
成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、平成25年６月10日に提出した訂
正報告書に含まれる四半期連結財務諸表を再訂正している。なお、当監査法人は、再訂正前の四半期連結財
務諸表に対して平成25年６月10日に四半期レビュー報告書を提出した。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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